
京都大学 生態フィールド学系（生態学研究センター）助教 募集要項 

令和４年１２月１９日 

職  種 助教 

募集人数 １名 

勤務場所 京都大学 生態学研究センター 

（所在地：〒５２０－２１１３ 滋賀県大津市平野２丁目５０９－３） 

募集内容 

 

京都大学生態フィールド学系は、本学の生態学研究センター（以下、生態研）、フィールド科学

教育研究センター（以下、フィールド研）と、野生動物研究センターの教員人事を統括する組織

です。今回の勤務地となる生態研は、１９９１年に地球圏－生物圏国際協同研究計画の一環とし

て創設され、我が国の生態学および生物多様性科学において中心的な役割を担っており、「生物

多様性・生態系の統合的研究および次世代の育成を通じて、人と自然の持続的関係の構築に貢献

する」をセンター全体のビジョンとして掲げ、大部門制で運営しています。また、生態研は共同

利用・共同研究拠点として機能しているだけでなく、理学研究科における大学院教育も担ってい

ます。 

 今回の公募では、上記のうち生態研とフィールド研に関わる、以下の要件を満たす若手教員を公

募します。本公募では、（１）従来の専門分野にとどまらない、学際融合的・発展的・国際的な、

広い視野での生態学・生物多様性科学・フィールド科学を主導し、（２）生態研とフィールド研が

持つ研究教育資源（水産・臨海実験所、調査船、研究林、圃場、分析システム、データベースなど

の研究施設・機器等）を有効に活用した研究を意欲的に推進する人材を求めます。 

本公募では、上記対象分野の研究・教育を推進するとともに、これまでの専門分野にとどまらず、

広い視野で共同研究ができる方を望みます。特に、生態学の視点から、生態研の上記研究目標に沿

ったプロジェクトを積極的に立案・推進し、独創的な成果を上げ得る方を希望します。 

また、学部生・大学院生の教育については、授業を担当していただくことは予定しておりません

が、生態研の他の教員が実施する授業や実習などへの参加を通じて活動していただきます。大学院

生の研究指導についても、生態研の他の教員と協力しながら指導していただくことを予定しており

ます。 

なお、テニュア付与については、原則として雇用後４年が経過するまでに中間審査を、雇用期

間満了の１年前までにテニュア取得の審査を行います。審査委員会でテニュア取得が適当と認め

られた場合、テニュア教員（任期無し）となり、その際の職階は准教授、講師または助教となり

ます。また、テニュア取得後、大学院生の指導などの教育研究活動については、理学研究科生物

科学専攻動物学教室の協力講座の教員として活動していただく予定です。 

対象分野 生態学 

応募資格 ・女性限定（「男女雇用機会均等法」第８条（女性労働者に関わる措置に関する特例）の規定 

により、京都大学における研究者の女性割合を積極的に改善するための措置） 

・博士の学位を有するか（ただし、令和５年３月末日時点で博士学位取得後７年以内）、または 

着任までに取得の見込みがあること 

・国籍は問いませんが、日本語による十分なコミュニケーションができること 

着任時期 令和５年４月１日以降のできるだけ早い時期 

任期 ７年（再任無し）・テニュアトラック 

試用期間 あり（６か月） 

勤務形態 専門業務型裁量労働制（１日７時間４５分相当、週３８時間４５分相当） 

休日：土・日曜日、祝日、年末年始、創立記念日 

年次有給休暇等休暇制度有 

給与・手当等 本学支給基準に基づき決定 

社会保険 文部科学省共済組合、厚生年金、雇用保険および労災保険に加入 

応募方法 提出書類 

（１）センター長宛の応募文 



 

（２）履歴書（出産、育児または介護により研究を中断した期間がある場合は、応募者の申し出

により、研究業績の審査において考慮しますので、その旨を記入してください） 

（３）研究業績目録（主要著作５編に印を付して下さい） 

（ａ）レフェリー制度のある学術誌に発表した原著論文、（ｂ）総説 、（ｃ）著書、 

（ｄ）その他（紀要やプロシーディングス、解説記事など）に分けること。 

（４）主要著作（上記）の別刷等 

（５）外部資金獲得状況の説明書 

（６）学会での活動、社会貢献活動などの説明書 

（７）応募者のこれまで行ってきた研究の概要（２０００字程度） 

これまで代表者・分担者として参加した研究プロジェクトがあれば、そのテーマ、プロジ

ェクト全体としての主要成果、プロジェクト全体への応募者自身の寄与についてできるだ

け簡潔にまとめること。 

（８）センターに採用された場合の研究・教育活動の構想（２０００字程度） 

（９）応募者の研究内容について問い合わせることのできる方（２名）の氏名と連絡先（電話番号、

電子メールアドレス等） 

※ 提出書類は返却いたしません。 

「提出書類」をＰＤＦファイルとして作成し、圧縮ファイルを電子メールで以下にお送りください。 

   application[at]ecology.kyoto-u.ac.jp ([at]を＠に置き換えてください） 

書類を受領後に、受け取りの連絡をいたします。数日経過してもこの連絡が来ない場合は、以下

の問い合わせ先までご連絡ください。 

 電子メールでの書類送付ができない場合は、以下の宛先までご郵送ください。 

 〒５２０－２１１３ 滋賀県大津市平野２丁目５０９－３ 京都大学生態学研究センター 

封筒の表に「若手重点戦略助教応募書類」と朱書し、可能な限り簡易書留によって郵送のこと 

応募締め切り 令和５（２０２３）年２月２０日（月曜日）１７時（日本時間）必着 

選考方法 書類選考のうえ、面接を実施します。面接対象者には、別途連絡します。 

問い合わせ先 生態学研究センター長 中野 伸一 

Ｔｅｌ：０７７－５４９－８２００ ／ Ｆａｘ：０７７－５４９－８２０１ 

その他 京都大学では、平成２８年度より新たな組織「学系」により人事選考を行うこととなりました。

生態学研究センターは、フィールド科学教育研究センターと学系を組織しております。このため、

本公募の勤務地は生態学研究センターですが、公募は学系名（生態フィールド学系）で行います。

今回の公募は、選考の過程で、面接等を行うことがありますが、その際の諸経費は支給いたしませ

ん。 

提出していただいた書類は、採用審査にのみ使用します。正当な理由なく第三者への開示、譲渡

および貸与することは一切ありません。なお、応募書類はお返ししませんので、あらかじめご了承

願います。 

当センターは、男女共同参画を推進するため、女性の積極的な応募を歓迎します。出産・育

児・介護休業期間中の業績については休業期間の前後と等しい業績を上げたものとみなしますの

で、該当する場合は履歴書に明記してください。 

京都大学では、すべてのキャンパスにおいて、屋内での喫煙を禁止し、屋外では、喫煙場所に指

定された場所を除き、喫煙を禁止するなど、受動喫煙の防止を図っています。 

生態学研究セ

ンターの教員

構成 

半谷吾郎（准教授）・本庄三恵（准教授）・石田 厚（教授）・木庭啓介（教授）・工藤 洋（教授）・

中野伸一（教授）・酒井章子（教授）・佐藤拓哉（准教授）・田中洋之（助教）・東樹宏和（准教授）・

谷内茂雄（准教授）・山内 淳（教授） （令和４年１１月３０日現在、ＡＢＣ順） 


